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一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

・一般国道２９号は、兵庫県姫路市から鳥取県鳥取市に至る延長約１２０kmの主要な幹線道路である。

・一般国道２９号津ノ井バイパス（広岡～西大路）は鳥取市東部に位置する延長２.８kmの道路である。
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一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

・国道29号津ノ井バイパス（広岡～西大路）は、延長2.8km、設計速度80km/h、4車線で事業費約90億円である。

・昭和60年1月に都市計画決定され、平成6年7月に一部都市計画変更されている。

起 終 点
自：鳥取市広岡

至：鳥取市西大路

計画延長 Ｌ＝2.8㎞

車線数
４車線
(立体部暫定2車線)

道路規格 第3種第1級

設計速度 80ｋｍ/ｈ

計画
交通量

14,200
～25,000台/日

事業費 約90億円

２．事業概要
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津ノ井
工業団地

新津ノ井
工業団地

若葉台北
工業団地

南吉方工業団地

資料／R3全国道路･街路交通情勢調査

地元調整の経緯等

■概略ルート構造の検討、都市計画手続きの状況
・S60年1月 都市計画決定
・H 6年 7月 都市計画決定（変更）

■地域の要望等
・R 5年11月 鳥取県知事･鳥取市長･八頭町長・若桜町長が

国土交通省に早期事業化を要望
・R 6年 2月 鳥取県知事が国土交通省に早期事業化を要望

▼南栄町北交差点から起点⽅向
朝ピークの渋滞状況（写真）

⾄ 広岡交差点

⾄ ⻄⼤路交差点

主要地方道

高規格幹線道路

直轄国道

凡 例

一般県道

主要渋滞箇所

その他交差点

(直轄国道) 2車線

(直轄国道)4車線

工業団地

市街地(DID)4,432(台/日)



一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

３．現状と課題

3

現状 開発が進む沿線地域の交通処理を円滑化するために必要な道路

構造図【現状】
平⾯4⾞線区間

(完成)
⽴体2⾞線区間

(暫定)
平⾯4⾞線区間

(暫定)
平⾯2⾞線区間
(事業未実施区間)

つ の い
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交通量 混雑度

交通量（百台/日） 混雑度
工業団地に立地が進むと共に

交通量が増加し混雑状況が悪化

交通量・混雑度の推移

※南栄町交差点を含む区間に隣接する２車線区間の状況 資料／道路交通センサス（H6～H22）、全国道路･街路交通情勢調査（H27、R3）
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今井航空機器⼯業㈱
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《渋滞箇所・交差点》
主要渋滞箇所

《車線数》
４車線以上
２車線以上

《沿道施設・地域》
住宅団地
市街地（DID）
工業団地

《事業所》
オンリーワン企業
その他企業※

大型小売店※

※H27.1以降進出

●●

平面図
出典／国土地理院 ※地理院タイル（標

準地図）を加工して作成
資料／鳥取市企業立地・支援課、各企業

HP、2022大型小売店総覧
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ニュータウン

・津ノ井バイパス周辺には、新津ノ井工業団地、若葉台南工業団地、若葉台北工業団地等複数の工業団地が立地しており、
国内シェア７０％を誇る電機機器メーカーをはじめとしてオンリーワン・ナンバーワン企業が多数進出している。

・工業団地に立地が進むとともに交通量が増加し、混雑状況が悪化。
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津ノ井バイパス（広岡～西大路）
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業 種 主な業務内容

ＩＴ企業 先端AI技術開発

電気機器企業 センサ等

製造業 金属表面処理

㈱LASSIC

■津ノ井バイパス周辺のオンリーワン・ナンバーワン企業

ドラッグストアウェルネス
⿃取叶店

スーパーセンタートライアル叶店

ディスカウントドラッグ
コスモス吉⽅店



一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

・津ノ井バイパス周辺は沿道の開発が進み、店舗や工場等が進出し、複数の工業団地が立地している。

・国道２９号を利用して製品・部品の輸送を行っているが、津ノ井バイパスの朝・夕における交通混雑時を避けた輸送を余儀なくさ
れており、輸送時間帯の制約を受けており、物流効率が低下している状況。

３．現状と課題
課題① 地域産業における物流の円滑性

資料／ETC2.0様式2-2（R5年10月平日）

▼⻄⼤路交差点上り⽅向の⼣ピークの渋滞状況（写真1）

▼南栄町交差点下り⽅向の⼣ピークの渋滞状況（写真2）

⾄ 広岡交差点

⾄ 南栄町北交差点 南栄町北交差点から
先詰まり渋滞が発⽣

南栄町交差点

⾄ ⻄⼤路交差点

⾄ 宮⻑交差点

直進⾞線に
交通が集中
し、渋滞が
発⽣

▼津ノ井⼯業団地、新津ノ井⼯業団地
付近の航空写真（写真3）

国道29号津ノ井バイパスの旅行速度

出典／国土地理院 ※地理院タイル（標準地図）を加工して作成
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住宅団地
市街地（DID）
工業団地

《最大渋滞長》
渋滞長
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津ノ井バイパス（広岡～西大路）
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37.5 12.7 11.5 12.2 2 0 .2 21.6 3 0 . 3 48.6 4 0 .7 44.7 38.4 15.8 23.2 36.8 35.6 30.3 44.1
40.8 12.8 11.5 11.3 1 5 .2 18.8 2 8 . 7 44.7 3 5 .0 38.5 31.7 18.6 33.9 41.1 37.1 33.8 46.4
39.8 14.6 14.6 18.8 3 4 .2 35.5 4 4 . 0 47.5 4 1 .6 39.8 36.5 21.6 48.3 51.1 42.0 42.2 49.5
40.8 15.5 22.4 29.3 4 3 .0 43.9 5 4 . 4 49.5 3 8 .2 44.3 41.7 22.5 45.6 50.5 41.3 40.9 48.0
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39.8 14.6 22.7 28.3 4 5 .1 46.9 5 3 . 0 42.4 1 7 .9 13.7 13.1 10.4 14.4 33.0 33.0 34.1 48.1
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10.2 32.7 50.5 54.3 5 6 .8 56.1 5 4 . 3 37.4 3 4 .1 3 7 .7 20.7 35.8 48.1 38.8 3 4.3 44.2 35.4
11.1 34.5 52.0 59.1 5 9 .2 58.9 5 7 . 7 35.8 3 5 .1 3 8 .3 21.6 37.1 49.2 37.7 3 2.0 42.8 33.4
13.7 35.7 52.3 58.4 5 9 .4 59.1 5 6 . 8 38.5 3 5 .7 3 8 .3 19.9 40.6 52.4 41.8 3 2.8 43.3 40.0
15.9 33.8 52.5 57.1 5 0 .0 48.1 5 1 . 7 35.0 3 4 .0 3 8 .6 18.3 36.6 52.0 42.2 3 5.4 44.1 39.0
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旅行速度

10km/h未満

10～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50～60km/h

60km/h以上

最大渋滞長
資料／
＜西大路交差点＞
R1年11月19日（火）実態調査結果
＜南栄町北、南栄町交差点＞
R6年2月8日（木）実態調査結果
※500ｍ以上の渋滞長のみ記載。
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⾄ ⻄⼤路交差点

⾄ 広岡交差点
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開発が進んだエリア

令和4年撮影
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一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

３．現状と課題
課題② 幹線道路の安全性
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＜事故類型別事故発⽣割合＞
国道29号津ノ井バイパスの交通事故発生状況

資料／事故類型別事故発生割合・死傷事故率：イタルダデータ（H30～R3）、死傷事故率全国平均値：R4版 交通統計

《交通事故発生状況》

交差点

単 路

《渋滞箇所・交差点》
主要渋滞箇所

《沿道施設・地域》
市街地（DID）
工業団地
死傷事故率全国平均値

●●
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津ノ井
⼯業団地

新津ノ井
⼯業団地

津ノ井駅

113.4
235.0

津ノ井バイパス（広岡〜⻄⼤路）
延⻑︓2.8km

死傷事故件数12件（H30-R3）

＜イタルダ区間別死傷事故率＞

＜南栄町交差点での事故発⽣状況＞

至 西大路

至 広岡

・津ノ井バイパスでは、死傷事故が12件（H30～R3の4年間）発生しており、渋滞に起因する追突事故をはじめ、歩行者横断中、
出会い頭による事故が発生。

・南栄町交差点においては、死傷事故率が235件/億台キロと高く、安全性に課題。

つ の い

なんえいちょう

ひろおか にしおおろつ の い

死傷事故件数
12件/4年

横断中
8%

（1件）
出合い頭

8%
（1件）

追突
83%

（10件）

渋滞に起因すると
思われる追突事故が多発



一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い
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・鳥取県東部では、第三次救急医療施設は鳥取県立中央病院のみ。年間救急患者の取扱人数は約1.6万人である。

・八頭町、若桜町方面から鳥取県立中央病院間までは、国道２９号が唯一の幹線道路であり、交通混雑により救急医療施設
への速達性を阻害している。
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【オフピーク時】 25分経過すると、死亡率は33％となる

【混雑時】32分経過すると、死亡率は55％となる

３．現状と課題
課題③ 三次救急医療施設への救急搬送の速達性

6

混雑時は所要時間がか
かり、死亡率が上昇

資料/ R3全国道路・街路交通情勢調査（上下平均）
オフピーク時：昼間12時間の平均
混雑時：朝ピーク（7，8時）と夕ピーク（17，18時）の平均

三次救急医療施設の到達時間圏域

鳥取IC
鳥取西道路

Ｎ
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取
自
動
車
道

事
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所

鳥取県立中央病院

10分圏域 20分圏域
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資料/ M.Cara 1981.「カーラー曲線」より

三次救急医療施設

二次救急医療施設

八頭町

若桜町

経過時間と死亡率の関係

所要時間（八頭町境～県立中央病院）

混雑時は、

約７分多くかかる

救急⾞両通過時には、前⽅⾞両に避けてもらいながら⾛⾏してい
るが、道路幅が広いほど、広いスペースを確保でき安⼼感がある。
⾚信号では、交差点の状況を確認しながら慎重に進まなけ
ればならず、⾼架で交差点を通過できると⾮常に良い。
資料/ 鳥取県東部広域行政管理組合ヒアリング結果（R6.2）

地域の声（消防）

や ず わかさ

資料/ RESAS「まちづくりマップ・
近距離移動時間分析」(2020年時点)

30分圏域

県立中央病院の救急患者取扱状況
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出典／鳥取消防署提供（救急車ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰ映像）

出典：令和３年度病院年報

救急車通過時の状況



一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

・円滑な物流の確保、幹線道路の安全性の工場や救急医療活動の支援に寄与するため、広岡交差点～西大路交差点間を
高架２車整備とした。

若
葉
台

南
栄
町
北

宮
⻑

西
大
路

南
栄
町服

部

⿃
取
Ｉ
Ｃ
⼊
⼝ 吉

成

㈱アサヒメッキ

㈱プロテリアル
フェライト電⼦

㈱Mʻs STYLE TECHNOLOGY
⿃取R&Dオフィス

㈱源吉兆庵 ⿃取⼯場
共和薬品⼯業㈱ ⿃取⼯場

ドン・キホーテ⿃取本店

ディスカウント ドラッグコスモス雲⼭店

ディスカウント ドラッグコスモス吉成店

津ノ井バイパス L=9.5km

起
点
⿃
取
市
祢
宜
⾕

⿃
取
市
菖
蒲

終
点 平成12年までに開通 L=7.2km平成21年度開通

L=0.7km

今井航空機器⼯業㈱
⿃取⼯場

出典／国⼟地理院 ※地理院タイル（淡
⾊地図）を加⼯して作成

資料／⿃取市企業⽴地・⽀援課、各企業
HP、2022⼤型⼩売店総覧

広
岡

津ノ井バイパス（広岡～西大路）

L=2.8km

つ の い ひろおか にしおおろ

西大路宮長吉成服部 南栄町北 南栄町 広岡 若葉台

４．事業計画

平面図

縦断図

標準横断図

事業箇所

7計画

新設

3.5 3.53.5 3.0 3.51.5
歩道
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歩道
2.50.75 0.75

1.25 0.5

歩道
2.5

側道
3.5

計画

3.5 3.50.75 0.75

1.25

歩道
2.5

側道
3.50.5

（単位：ｍ）

＜橋梁部＞＜土工部（交差点部）＞

ひろおか にしおおろ
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大路山

南
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町

開発が進んだエリア

令和4年撮影
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⽇本セラミック(株)

海蔵寺⾼架橋
L=160m

⾼架橋 L=1,490m
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⾼架橋
L=200m⼤路川橋
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⻄⼤路
交差点
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53
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《渋滞箇所・交差点》
主要渋滞箇所

《車線数》
４車線以上
２車線以上

《沿道施設・地域》
住宅団地
市街地（DID）
工業団地

《事業所》
オンリーワン企業
その他企業※

大型小売店※

※H27.1以降進出

●●

㈱ジャパンディスプレイ
⿃取⼯場

㈱LASSIC

ドラッグストアウェルネス
⿃取叶店

ディスカウントドラッグ
コスモス吉⽅店

スーパーセンタートライアル叶店



一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

・混雑の緩和による円滑な物流の確保、幹線道路の安全性の向上、救急医療活動の支援。

５．整備効果

8

整備効果

【救急医療活動の支援】

当該路線の整備（立体化）により、
第三次救急医療施設へのアクセスが向上する

【鳥取県立中央病院～鳥取市・八頭町境の所要時間】
現況 約32分 →整備後 約28分（約4分短縮）

※【現況】R3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を用いて算出
【整備後】上記のうち対象区間は規制速度60km/hで算出

【円滑な物流の確保】

当該路線の整備（立体化）により、
交通混雑が緩和される

立体化することにより、交通混雑が緩和さ
れ、若葉台南工業団地～鳥取ICの速達性
が向上する。

【幹線道路の安全性の向上】

当該路線の整備（立体化）により、
混雑による旅行速度の低下が解消し、

交通事故が減少する

立体化することにより幹線道路の安全
性が向上する

【死傷事故件数】
現況 12件/4年 → 整備後 約9件/4年 （約2割削減）

※【現況】 ITARDAデータ(H30-R3)、対象区間で算出
【整備後】近隣の直轄国道改築事業における死傷事故件数の減少率を用いて算出

【所要時間短縮】
現況 約17分→整備後 約13分（約4分短縮）
【平均旅行速度】
現況 約27km/h → 整備後 約35km/h（約8km/h向上）

※【現況】R3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を用いて算出
【整備後】対象区間：R22将来交通量推計結果より算出、

対象区間外： R3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を用いて算出

立体化することにより、第三次救急医療
施設への速達性が向上し、救急医療活
動の円滑化に寄与する。

事業位置図

津ノ井バイパス（広岡～西大路）
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鳥取西IC

鳥取IC

鳥取県立中央病院

鳥取市
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《渋滞箇所・交差点》
主要渋滞箇所

《用途地域》
住居系
商業系
工業系

《事故関連》
H30-R3事故発生箇所
（※：事故件数）

《救急関連》
第三次救急医療施設
第ニ次救急医療施設

●●

※

53

53

9
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吉
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鳥取港
鳥取県庁

鳥取駅

津ノ井
工業団地

新津ノ井
工業団地

若葉台北
工業団地

開発が進んだエリア
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⽇本セラミック㈱

㈱アサヒメッキ

令和4年撮影
南
栄
町

⾄ 広岡交差点

⾄ ⻄⼤路交差点
■沿線のオンリーワン企業の位置



一般国道２９号津ノ井バイパス
つ の い

項 目 全体事業

費用（C） 75

事業費 67
維持管理費 8.4

便益額（B） 105

走行時間短縮便益 69

走行経費減少便益 29

交通事故減少便益 7.0

費用便益比

1.4※1
2.0〔2％〕※2
2.4〔1％〕※2

６．事業の効果

（億円）
▶投資効果（３便益による費用便益比）

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

9

・津ノ井バイパスにおける総費用は75億円、3便益による総便益は105億円で費用便益比は1.4である。

経済的内部収益率（EIRR） 6.2％

※総費用、総便益については、基準年（R5年）における現在価値を記入。
総便益は、3便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）

※１ 現在価値算出のための社会的割引率：４％
※２ 比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率

つ の い


